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特別企画展 「五高と戦争一戦時体制下の五高生たち ー 』

薄田千穂五高記念館研究員

開催趣旨と概要

1931（昭和6）年の満州事変から15 年におよぶ戦争は、

旧制高等学校にも大きな影響をおよぼした。 それは

長髪や行事の制限、修業年限の短縮、学徒出陣、学徒

動員など、教育のみならず生活全般におよんだ。

五高記念館が所蔵する 第五高等学校（以下五高と

記述する）の学校資料のな かには、写真、軍事郵便、

勤労動員 ・ 学徒出陣関係資料など 戦時期の資料が

あり、調査 ・ 研究を進めている。

第二次世界大戦敗戦から70年を機に、五高にとっ

ての戦時を資料により通観し、戦争は教育にどのよう

な影響を与えるのか考える機会としたいという趣旨で、

特別企画展「五高と戦争 一 戦時体制下の王高生 たち
一 」を開催した。 概要は以下のとおりである。

会場：五高記念館 第l企画展示室 ・ 第 2企画展示室、

展示資料点数約80 点

会期：2015（平成27）年8月6日～1 2月 21日、

116日間 来場者8,039人

主催：五高記念館

共催：五高記念館友の会

後援：熊本県教育委員会、熊本市教育委員会

展示に至る調査・研究

五高記念館は、2006 年に館内に事務室を設置し、

週日開館を開始した。 2007 年、五高開校1 20周年

記念式典が行われ、これを機に卒業生との交流が活発

になった。 式典に参加した五高の卒業生は戦中、戦後
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に五高に在学した世代である。

2009年、五高記念館は 卒業生へアンケ ー ト調査

「戦中 ・ 戦後の第五高等学校に関する調査」を実施し、

配布1336人に対して 275人の回答を得た。 回答者の

うち3分の2 が戦時 中に五高に在籍しており、学校生活、

寮生活 に加え て、勤労動員、学徒出陣などの記録・

手記を得ることができた。

2010年3月に昭和18年 卒業生による座談会を行

い、「戦中・戦後の第五高等学校に関する調査」の報告

を兼ねた『第五高等学校における軍事教練 ・ 査閲』を

まとめた。 この報告書をきっかけに五高 からの学徒

出陣経験者（昭和19年卒業生）から、座談会を聞い て

欲しいとの要望があり、2010 年11月に座談会を開催、

五高記念館叢書l号『第五高等学校の学徒出陣』を

刊行した。 さらに 2016年五高記念館叢書 2号『第五

高等学校における勤労奉仕 ・ 勤労動員』を刊行した。

資料収集に関しては、継続的に呼びかけを行い、学校

資料やアルバム ・ 写真などの寄贈を受け、資料と情報

の集積を行ってきた。

展示室入口
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